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●メルボルンの街　
路面電車でも有名な街メルボル
ンは、どんよりとした曇り空が多く、かとおもえばとても気持ちのいい天気もあり、天気がよく変わるので一日に四季がある も言われている。メルボルンは国際色豊かな多民族州で 歴史的にイギリス、イタリア、ベトナムからの移民が多 ったが、二〇一一年の出生別国勢人口統計によると現在はニュージーランド、中国 インド生まれの人口 飛躍的に増加している。一方留学生はモナッシュ大学統計によると、マレーシア国、インドネシア、シンガポールを中心としたアジア系 が二〇
〇
四
年
以
降、
急
激
に
増
加
し
て
いった。●アジア言語の教育体制　
アジア系移民と留学生が増えた
なか、オーストラリアの小中高等学校教育において近年のアジア言語（中国語 インドネシア語、日本語、韓国語）教育の状況が二〇一〇年に発表された。各言語別に報告書が出され、四言語の現 と問題点そして今後どのよう して学習者数を増やすかの対策が述べら
れ
て
い
る（
参
考
文
献
①
）。
豪
政
府
は
そ
の
後
二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
「
ア
ジ
ア
の
世
紀
」
と
題
し、
近
隣
ア
ジア諸国とのより豊かな関係構築と繁栄を目指す為、経済、社会、アジア文化、言語習得に対する努力の必要性があると発表した（参考
文
献
②
）。
二
〇
一
三
年
一
一
月
の
政権交代によりこの方向性が引き継がれるかは不確かだ アジア近隣諸国との社会・異文化理解を含めたコミュニケーション能力有する国に育つよう期待したい。又これをどう支援できるかは図書
館司書の課題だ。●
 メルボルンのアジア図書館（ＡＬＩＭ）の歴史
　
メルボルンのアジア図書館（Ａ
ＬＩＭ）とは、メルボルン大学とモナッシュ大学間のメルボルン・モナッシュ協定のもと、アジア研究とアジアの言語習得に従事している学生、教員、研究者を支援する為にメルボルン 図書館司書が立ち上げた事業である。　
アジア研究には大まかに中国・
日本・韓国を含む東アジア研究、インドネシア・タイ・カンボジア等を含む東南アジア研究、またインド・スリランカ等を含む南アジア研究に分けられ、近年では翻訳通訳のビジネ をはじめ、政治経済学、マスメディア、ポップカルチャー、移民、グローバル化研究の傾向が強く、現在では更にひと
つの国に留まらない国境を越えた研究が盛んになってきている。　
アジア研究と言語習得が活発化
した一九九〇年代初期のオーストラリアでは、研究者からのアジア関連資料の要望が増大しているにもかかわらず、各大学図書館の僅かな予算内で蔵書構築をせざるを得ない状況にあった。ちょうどその頃、首都キャンベラでは主要なアジア言語関連資料収集を促進する構想が練られ始め、至近距離にあるオーストラリア国立図書館とオーストラリア国立大学図書館がその問題解決に向けて討議していた。限られた予算内の資料収集と
写真①　モナッシュ大学図書館
─特 集─
新しい
研究図書館を描く
海外の実践にみる知の集積・発信のいま
【
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
の
役
割
と
図
書
館
間
連
携
】
豪
州
メ
ル
ボ
ル
ン
ア
ジ
ア
図
書
館
の
取
り
組
み
―
A
sian L
ibraries in M
elbourne （
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｍ
）―
八
田
綾
子
18アジ研ワールド・トレンド No.222 （2014. 4）
蔵書構築を行うなかで、図書館司書としてアジア学研究者を一体どれだけ支援できるのか、また目録データベース構築の際にアジア諸言語の表記を国レベルでどこまで標準化できるのか挑戦していたのもこの頃だ。　
一方同様にメルボルンの図書館
司書も、利用者の声に応えようとメルボルン大学とモナッシュ大学図書館の二つが中心に動いていた（参考文献③）
。各図書館長も利用
者への サービスを向上し、限られた予算と人員を最 限活用するには、この二つ 機関 連携して協力し合い、専門知識の共有
と資料構築の共用が必要だと認識していた。一九九三年よりメルボルン・モナッシュ・アジアン・ライブラリー・グループという名前で定期的に会議が始まり、後の一九九六年六月にはメルボルンジアン・リサーチ ライブラリーズ・コンソーシアムという名称に変わった。一 九七年 は大学学長レベルで二つの大学は、競争しあうのではなく協力し合うべきだと
合
意
し、
メ
ル
ボ
ル
ン・
モ
ナ
ッ
シュ協定が結ばれた。この協定はその後の二〇〇四年に名称を改めたメルボルンのアジア図書館（ＡＬＩＭ） 活動を強く支える基盤となっ 。更に人員面でも東南アジア担当司書が両図書館 蔵書構築の為に採用され、アジア関連資料蔵書構築 文献複写貸借サービスの相互協力体制が強化された。●ＡＬＩＭ活動とその影響　
中心業務地区に位置する歴史あ
るメルボルン大学と、その後に設立され世界各地にキャンパスを持つモナッシュ大学とは、約二五キロ離れた場所に位置している。メルボルン大学の東アジア図書館には主に中国、日本、アラブ諸国およびインドネシアの研究資料コレ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り、
一
方、
モ
ナ
ッ
シ
ュ
大
学
の
ア
ジ
ア
研
究
室
に
は
中
国、日本、韓国およびインドネシア
の
研
究
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る。各大学図書館には、これらのコレクションを担当する専門の司書がい この二つの図書館は資料共同利用と蔵書構築の協力を目的
と
し
た
連
携
を
行
っ
て
い
る。
ま
た、ＡＬＩＭ活動を独自 ウェブで公開すると に、年に二度、定例会議を開催し、相互の情報交換と、様々な活動計画の立案を行っている。　
アジア研究者が利用しやすい蔵
書構築を目指す為には、第一に資料の共用と情報の共有は欠かせない。例えばメルボルン大学のアジア建築コースを支援す 為、韓国研
究
資
料
の
な
い
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
は、必要とされる韓国資料の積極的な購入をモナッシュ大学に依頼し、モナッシュ大学からメルボン大学への学期間特別貸出しが行われている。更にＡＬＩＭアジア建築プロジェクトとして、両図書館司書を交えて資料探索の講義が行われ、両大学のウェブ上で情報をリンクすることで情報共有が図られている。これにより二大学間の特別貸出しが可能になったと同
時に、図書館司書の専門知識を集結することができた。　
次に蔵書構築においては、例え
ば両図書館にある日本研究資料には以下の特徴がある。日本語教育は共に活発であるが、その上にモナッシュ大学はビクトリア州を含め近隣三州の小中高等学校の日本語教師を支援するための資料を収集している。それ 対しメルボルン大学は歴史、特に関東大震災と太平洋戦争関連資料の収集に力を入れている。また選書段階で双方に図書、雑誌、データベース資料が重複しないように可能な限り調整し合い、相互貸借サービスで補
写真②　モナッシュ大学図書館アジア研究室
写真③　メルボルン大学　東アジア図書館
【ライブラリアンの役割と図書館間連携】
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い合うことで、より広範囲に効率良く日本研究の情報源がメルボルンに収集されることになる。　
また最新企画のひとつに共同展
示がある。メルボルン大学図書館蔵書資料をモナッシュ大学図書館で展示し、その逆も行う企画である。
こ
れ
は
図
書
館
利
用
者
に
向
け
て、双方の およびＡＬＩＭ活動を後方支援する目的で実施している。利用者だけでなく両図書館司書の蔵書理解にも繋 り、相互に関心と認識 高めることになる。　
更にＡＬＩＭ司書は自ら調査活
動も行う。国内のアジア研究図書館の状況に関心を持ち、アジア関連資料室と専属司書の現状調査を行うとともに、アジア研究に活発な大学を中心に購読データベースの所蔵調査も行っている。調査結果はウェブ上で公開し、さらに言語別に論文等でも発表し過去にビクトリア州公共・大学図書館のアジア言語資料所蔵調査も公開したことがある。　
ＡＬＩＭ司書は積極的に学会に
も参加し、図書館討論会および図書館ブースを設ける企画を実行してその報告を発表 ている。国内の大きな学会にはアジア研究学会
と各言語別研究学会があり、それぞれ二年に一度、一年遅れで交互に開催されている。結果、毎年学会が開催されていることになり、そこは普段メールや電話等で連絡し合うが、なかなか会うことができない同職のアジア研究司書との貴重な交流・情報交換の場となっている。　
このように二つの図書館の共同
事業によって生まれたＡＬＩＭ活動は、両図書館司書の協力と努力なしには実現できない。全てはアジア研究支援へのサービス向上を目的とするが、この共同事業は蔵書構築、および専門司書・予算の獲得においても確実にたくさんの恩恵をもたらしてい （参考文献④）
。
●終わりに　
ＡＬＩＭ活動はメルボルンのア
ジア研究と言語習得に従事する学生、教員、研究者を支援する は欠かせない共同事業である。メルボルン・モナッシュ協定のもと、図書館司書の継続的な協力が欠かせない。その上政府が再認識したと
お
り、
今
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
「
ア
ジ
ア
の
世
紀
」
へ
向
か
う
た
め
に
も、アジア研究の活発化が肝要と
なる。その為にはアジア研究を支援するための強力な情報資源、図書館の蔵書、 してそれを構築していく専門司書を確保し続けることがますます重要になるだろう。（は
っ
た
　
あ
や
こ
／
モ
ナ
ッ
シ
ュ
大
学
図書館アジア研究室日本研究司書）《参考ウェブ》●メルボルン大学東アジア図書館
h
ttp
://w
w
w
.lib
.u
n
im
elb
.ed
u
.
au/collection
s/asian
/
●モナッシュ大学アジア研究室
h
ttp
://m
o
n
ash
.ed
u
/lib
rary/
co
llectio
n
s/sp
ecial/asrc/in
-
dex.htm
l
●ＡＬＩＭ活動独自のウェブ　
http://alim
.m
on
ash.org/
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